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要 約

2 日齢,雌 の黒毛和種 と12日 齢,雄 のホルスタイン種の子牛に右鎖骨下動脈分離が認められた.左 大動脈弓から起始

した腕頭動脈は左鎖骨下動脈を分岐 した後,左 右の総頸動脈に二分岐していた.左 動脈管は正常通 り大動脈弓から起始

し,肺 動脈幹に結合 していた.分 離した右鎖骨下動脈は右動脈管を介 して右肺動脈から起始し,右 前肢に向かってい

た.さ らに,黒 毛和種には心室中隔欠損,心 房中隔欠損および左冠状動脈の円錐労室間枝の肺動脈異常起始が,ホ ルス

タイン種には心室中隔欠損を伴わない完全大血管転換が認められた.キ ーワー ド:子 牛,鎖 骨下動脈分離.
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鎖骨下動脈分離は,鎖 骨下動脈が大動脈との連絡を失

い,同 側の動脈管(索)を 介して肺動脈と連絡する先天

性の異常で[1,11,12],鎖 骨下動脈孤立[6]や 鎖骨下

動脈肺動脈異常起始 とも呼ばれ[4,13],分 離するのは

大動脈弓の反対側の鎖骨下動脈とされている[1,6,12].
一般に肺血管抵抗は体血管抵抗より低 く,さ らに動脈管

の生後閉鎖に伴い,本 異常が存在すれば異常鎖骨下動脈

への血液は対側の鎖骨下動脈から対側の椎骨動脈,さ ら

に異常鎖骨下動脈側の椎骨動脈によって[12]逆 行性に

供給され[1,4,5,10,12,14],脳 への血流減少に伴 う

脳症を来す,い わゆる鎖骨下動脈盗血症につながること

がある[4,12,14].ま た,異 常鎖骨下動脈に結合する

動脈管が閉鎖 しない場合は,異 常鎖骨下動脈から肺動脈

への血流が生 じるとも述べ られている[1,12,14].ヒ

トでは本異常の発生はまれで[1,12],特 に右鎖骨下動

脈分離はきわめてまれな異常とされている[1,2,6,12,

14].ヒ ト以外の動物では豚2例[3,8]と ラッ ト1例

[16]の 右鎖骨下動脈分離 と,ラ ット1例[16]の 左鎖

骨下動脈分離が報告されているのみである.著 者 らは2

例の子牛で右鎖骨下動脈分離を認めた.

症 例

症例1は 黒毛和種の雌で,胎 齢249日 で予定日より36

日早 く,自 然分娩により娩出され,生 時 より自力で起

立 ・吸乳することなく,生 後3日 で死亡 した.本 例の四

肢は中手指節関節 と中足趾節関節が屈曲して伸張しなか

った.頭 部は右前頭部が扁平,左 前頭部が膨隆して変形

し,頭 蓋の前頭縫合は離開したままで,そ の部より脳膜

が皮下に露出し,大 脳半球の側脳室は拡張 して内水頭症

を示 していた.心 臓以外の内臓に異常は認められなかっ

た.

症例2は ホルスタイン種の雄で,胎 齢272日 で自然分

娩により娩出された.本 例に外表奇形はみられなかった

が,生 時 より起立困難,吸 乳困難お よび呼吸困難 を示

し,12日 齢時には体温38.3℃,脈 拍数118,呼 吸数88,

心音強勢,可 視粘膜蒼 白,頸 静脈怒張などを示 して著 し

く衰弱 し,安 楽死処置された.中 枢神経系には肉眼的な

異常はみられなかったが,肺 の全域に微細な点状出血が

認められた.

症例1と2の 大動脈弓は左大動脈弓で,そ れから分岐

した腕頭動脈は左鎖骨下動脈 を分岐した後,左 右の総頸

動脈に分岐 していた.左 動脈管は2例 とも腕頭動脈の起

始部より後方の正常な位置で大動脈弓の左壁と肺動脈幹

を連絡し,大 きく開存 していた.右 鎖骨下動脈は右肺動

脈の起始部から分岐し,前 大静脈,気 管および食道の腹

方を右前方へ走 り,右 前肢に向かっていた(図1).症 例

1で は右鎖骨下動脈の起始部に狭窄は認められなかった

が,症 例2で は起始部から約1cmの 範囲は著しく狭窄

し,内 腔はほとんど認められなかった.

症例1の 心臓には膜性部から下方の筋柱部,お よび漏

斗部に広がる大 きな心室中隔欠損,中 等大の二次口型心

房中隔欠損および左冠状動脈の円錐労室問枝の肺動脈異

常起始が合併 し,症 例2の 心臓には完全大血管転換 と卵

円孔開存が認められた.

*現 所属:宮 崎農業共済組合(〒880-0852宮 崎市高洲 町280)

† 連絡 責任 者:村 上隆之(宮 崎大学 農学 部)

〒889-2192宮 崎 市 学 園木 花 台 西1-1 〓 ・FAX 0985-58-7263

日獣 会 誌 54 272～274 (2001)
―272―



福元 彩 村 上隆之 内田利幸 他

図1 症例1の 右 鎖骨 下動 脈 分離(左)と そ の模 式図

(右).

BT:腕 頭 動 脈,DA:下 行 大 動 脈,ES:食 道,

LC:左 総 頸 動 脈,LD:左 動 脈 管,LP:左 肺 動 脈,

LS:左 鎖 骨 下 動 脈,PT:肺 動 脈 幹,RA:右 心 房,

RC:右 総 頸 動 脈,RP:右 肺 動 脈,RS:右 鎖 骨 下

動 脈,RV:右 心 室,TR:気 管.

考 察

鎖骨下動脈分離はヒトではまれな大動脈弓の奇形とさ

れ[1,12],牛 では著者 らの知 るかぎり,そ の報告はみ

られない.今 回観察された症例1は 宮崎大学で剖検した

牛5,144例 中のわずか1例 に認められたもので,剖 検例

に対する本異常の発生率は0.02%で あった.ま た,剖

検例中に認められた奇形心は448例 であるが,そ のほか

に宮崎大学以外で剖検され,精 査を依頼 された牛の奇形

心が症例2を 含めて106例 あ り,そ れ らを併せた牛の奇

形心の中で占める本異常の割合は0.36%で,鎖 骨下動

脈分離は牛でもまれな奇形と考えられた.

分離 した右鎖骨下動脈の近位部は右動脈管で,そ の部

は生後に閉鎖 して右鎖骨下動脈への血液は椎骨動脈によ

って左鎖骨下動脈[12]か ら逆行性に供給される[1,4,

5,10,12,14].今 回観察 された症例1の 右鎖骨 下動脈の

近位部に狭窄はみられなかった.し か し,こ のことは本

例が生後3日 で死亡 してお り,さ らに約1カ 月早産であ

ったことが原因 と考えられた,一 方,12口 齢の症例2で

は右鎖骨下動脈の近位部は著 しく収縮 ・狭窄 し,は とん

ど内腔は認められず,本 例はヒト[4,14]の 場合と同様

の鎖骨下動脈盗血症 に移行する運命にあったものと考え

られた.

ヒトの場合,左 鎖骨下動脈分離には心奇形,特 にファ

ロー四徴[9],右 鎖骨下動脈分離には大血管転換[5]

図2 正常左 大 動脈 弓(左)と 右 鎖骨 下 動脈 分 離

(右)の 発生模式 図.

LD:左 背側大動 脈,RD:右 背側 大動 脈,1～

6:右 第1～6大 動脈 弓,VII:右 第7節 問動脈.

が高頻度に合併すると報告され,今 回観察された2例 の

牛にも大血管転換を含む心奇形が合併 していた.

今回の症例1は 内水頭症を合併していた.大 動脈弓系

の先天性異常の一種である右鎖骨下動脈起始異常を示 し

た豚3例 がいずれ も内水頭症を合併 していた とい う報告

があるが,そ の動脈異常と内水頭症 との関係については

述べ られていない[8].内 水頭症では遺伝あるいはウイ

ルスの関与が証明されることはまれにあるが,多 くは原

因不明であり[15],牛 では心大血管奇形と中枢神経系

の先天性異常の合併率は低 く[13],今 同の症例1に 認

められた右鎖骨下動脈分離 と内水頭症との相互関係は低

いものと考えられた.

右鎖骨下動脈分離は胎生期の原始的二重大動脈弓のモ

デル(図2)を 用いて,(1)正 常発生の場合と同様 に,右

第3大 動脈弓と右第4大 動脈弓の間の右背側大動脈と,

右第7節 間動脈より尾方の右背側大動脈の退化,(2)正 常

発生では発育すべ き右第4大 動脈弓と右第6大 動脈弓の

問の右背側大動脈と,右 第4大 動脈弓の退化,(3)正 常発

生で退化すべき右第6大 動脈弓の背側部の発育,に よっ

て発生 したものと説明されている[1,5,7,14].
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Congenital Isolated Right Subclavian Artery in Two Calves
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SUMMARY

Isolation of the right subclavian artery was observed in a 2-day-old female Japanese black calf and in a 12-

day-old male Holstein calf. In both calves, the brachiocephalic trunk originating from the left aortic arch

branched from the left subclavian artery and terminated in a bifurcation into the left and right common carotid

arteries. The left ductus arteriosus arose in a normal manner from the aortic arch and joined the pulmonary
trunk. The isolated right subclavian artery was connected to the right pulmonary artery by the right ductus
arteriosus and passed to the right forelimb. In addition to an isolated right subclavian artery , the Japanese
black calf had ventricular and atrial septal defects and an aberrant origin of the paraconal interventricular

branch of the left coronary artery from the pulmonary trunk. The Holstein calf, on the other hand , demon-
strated complete transposition of the great arteries with an intact ventricular septum.
-Keywords: calf

, isolated subclavian artery.
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